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〔 目的 〕前回 interleukin　 2（IL− 2）の 産生は胎生

の 早期 （16週 ）に 完成 す る こ とを報告 し た が ，今回

は 新生 児 T 細胞 に お け る IL− 2receptor （IL− 2R ＞

の 発 現 ・機能 を知 る こ と を 目的と し た。 〔方法 〕 ヨ

ードラベ ル した IL− 2（1251 − IL− 2＞を用 い て PHA 刺激

末稍単核球 （PHA ，　PBL ）に お け る   高親和性 （H ）

お よび低親 和性（L ）IL − 2R数を scatchard 　 pl〔〕t

analysis を用い た IL− 2　 binding　assay にて 測定し，

  架橋 剤DSS に て 1251 − IL − 2 と IL − 2R を架橋 後，

膜分画 を SDS − PAGE す る こ とに よ りPHA ，　PBL 上 の

IL−　2R分子 を同定 し  IL− 2の 細胞膜 へ の 結 合 ・細

胞内取 り込み （internalization ）
・細胞内代謝をi・1−

ternalizatiOn 　 assay に て経時的 に 検討 した 。  

5pM 〜 1nM の IL−2 をPHA ，　 PBL に添加 し 48　h 後 の

DNA 合成 能 を測定 した。〔成 績 〕  臍帯血 IHA ，

P 肌 の H お よび L − IL− 2R数は 3224± 1495，91004

± 41387／cell と成人 （1531士 603，20190± 5770沈

比 し それぞれ 有意に （P〈O．Ol）高値で あ っ た。し か し 両

IL − 2R の Kd 値は 成人 と差 を認 め ず ， ま た 29 週児 に お

い て も両 IL − 2R数は十分存在 した 。   SDS −PAGE 上，

H − IL− 2R を構成す る β一IL−2R （75Kd ）お よび H ・

L− IL− 2R を構成する α
一IL − 2R （55Kd ，　Tac 抗原 ）

が 認 め られ臍 帯血 PBL で は両者 とも成人に 比 し 増加

して い た 。   成人，31週以降の 臍帯血 PHA ，　 PBL と

も IL− 2R に IL− 2 が結合後，30分で internaliza−

t 量on は 最大 とな り 60分後には IL− 2は 代謝 された 。

  31週以降 の 臍帯  PHA ，　PBL で は 25　pM 以上 の

IL − 2濃度 で 成人 と同等 の DNA 合成 を示 し た 。　 〔結

論 〕    よ り臍帯血 T 細胞 の IL − 2R 数は H ・L − I

L− 2R と も増加して お り，　 IL− 2に よ る 細胞内 シ グ ナ

ル 伝達 は 少な く とも 31週 で 完成する 事が     よ り

初め て 明らか とな っ た 。

〔目的 〕イ ン タ ー
ロ イ キ ン 1 （IL −1 ）は ，免疫 系

をは じめ種 々 の 組織細胞 の 増殖 分化に 関 与す る 重

要 な サ イ ト カ イ ン の 1 つ で あ る が ， 生 殖免疫 の 観

点か ら 羊水 中 の IL − 1 と そ の 阻害物質 の 同定 お よ

び そ の 存在 意義 に つ い て 検討 し た o

〔方 法 〕妊 娠 10 ヵ 月 の 10 症 例 の 分娩時 ， お よ び

妊娠 5 カ 月 の 染色 体検査 の 際 に 採 取 し た 4 例 の 羊

水を IO 倍に 濃縮後 HPLC 　gel 　firtra 七ion を 用 い

て 分 離精製 し各 フ ラ ク シ ョ ン 別 に C5H ／HeJ 系 マ ウ

ス の 胸腺細胞 の 増殖促進効果 を
3H 一

チ ミ ジ ン の 取

り込 み で み て 工L− 1 活性を 測 定 した 。 更に 抗 IL
− 1 α

， β抗 体 を 用 い て ， エL −1 の 同定 を 行 っ た 。

ま た ，羊水 の 各 フ ラ ク シ ョ ン に rlL
− l　 l ．5 駒 1

を 加 え IL − 1 阻害 物 質 の 検 出を試 み た 。

〔成績 〕妊 娠 10 ヵ 月の 羊水 10 例の う ち 6 例 に 分

子量 約 50 − 60KD と 20KD の 2 ヵ 所 に IL − 1 活性

を 認 め た 。 又 ，
9 例 で 50 − 60KD と IOKD に エL −1

非依 存性 の 胸 腺細 胞 増殖 抑制活性 を認め た 。 抗

Il − 1 抗 体 の 中和 実験 に よ り 50 − 601（⊃ に エL − 1β

が ，20KD に エL− 1 α が 存 在 す る こ と が 判 明 し た 。

妊娠 5 ヵ 月 の 羊水 中で は エL −1 活 性は認め て も わ

ず か で あ っ た 。 更 に ，エL −1 活性 の み ら れ な か っ

た羊水 の 各 フ ラ ク シ ョ ン に r エL −1 α ，βを 加 え た

と こ ろ 20 −30K1 〕の 部位 で 工b− 1 活 性が 阻害 さ れ

た 。

〔結 論 〕体液中 よ り 直接 検出 す る こ と が 困難 で あ

る エL− 1 を 羊 水中 に 同定 し た Q 又 ，こ の IL −1 活

性 は 妊娠 末期 に 向 か っ て 増加傾 向 を み た 。 同時 に

エL − 1 阻 害活性 も羊水 中 に 認 め た
。 以上 の 結果 か

ら ， IL − 1 が 妊娠 ， 分娩に 関 与し て い る可 能性 が

大 き い Q
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